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東京証券取引所マザーズへの上場に伴う当社決算情報等のお知らせ 
 

当社は、本日、平成 28 年８月 31 日に東京証券取引所マザーズに上場いたしました。今後とも、な

お一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

平成 28 年 9月期（平成 27 年 10 月 1日から平成 28 年 9 月 30 日）における当社の業績予想は次のと

おりであり、また最近の決算情報等につきましては別紙のとおりであります。 

 
【個 別】                              （単位：百万円、％） 

決算期 
 
項 目 

平成 28 年９月期 

（予想） 

平成 28 年９月期 
第３四半期累計期間 

（実績） 

平成 27 年９月期 

（実績） 

 
対売上

高比率 

対前期

増減率 
 

対売上 

高比率 
 

対売上 

高比率 

売 上 高 9,851 100.0 14.2 7,310 100.0 8,622 100.0 

営 業 利 益 330 3.4 69.0 296 4.1 195 2.3 

経 常 利 益 302 3.1 50.3 296 4.1 201 2.3 

当期(四半期)純利益 194 2.0 35.7 196 2.7 143 1.7 

１ 株 当 た り 当 期 
（四半期）純利益 

58 円 20 銭 60 円 60 銭 45 円 51 銭 

１株当たり配当金 － － － 

（注） １．当社は子会社がありませんので、連結財務諸表は作成しておりません。 

２．平成 27年９月期（実績）及び平成 28 年９月期第３四半期累計期間（実績）の１株当たり

当期（四半期）純利益は期中平均発行済株式数により算出しております。 

３．平成 28 年９月期（予想）の 1 株当たり当期純利益は、公募予定株式数（1,100,000 株）

を含めた予定期中平均株式数により算出しております。なお、オーバーアロットメントに

よる売出しに関する第三者割当増資分（最大 165,000 株）は考慮しておりません。 

４．当社は、平成 27 年４月 27 日付で普通株式１株につき 50 株の割合で株式分割を、平成 28

年６月８日付で普通株式１株につき 50 株の株式分割を行っておりますが、上記では平成

27 年９月期（実績）の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期（四半期）

純利益を算定しております。 



 

【平成 28 年９月期業績予想の前提条件】 

（当社全体の見通し） 

当社は、非対面・非接触・路面店舗なしのインターネットを通じてリユース・ブランド及びファッシ

ョンジャンル商品の買取・販売を行う「ネット専業リユース事業」及び買取に際して付随的に発生する

一部商材の業者向け卸販売を行う「その他事業」を展開しております。従来、リユース品としての平均

流通価格が平均数万円台となる「ハイブランド」しか取り扱いが難しかったのに対し、当社は大規模オ

ペレーションによるコストダウン等により、同価格が数千円台となる「セカンドブランド」にまで取扱

対象を順次拡大させており、より幅広い買取ニーズをとらえることを目指しております。 

リユース市場（自動車を除く）は平成 24 年度約 1.4 兆円、平成 25 年度約 1.5 兆円、平成 26 年度約 1.6

兆円と拡大しており、今後も平成 32 年に 1.7 兆円、平成 37 年には２兆円、平成 42 年には 2.1 兆円に拡

大すると推計されております（※）。また、当社の属するブランド・ファッション分野にかかるリユー

ス市場は、平成 25 年度において合計 3,233 億円の市場規模を有しており、平成 24 年度から平成 25 年度

の市場成長率 17.3%は、各分野のうち最も高い成長率を示しております（※）。 

※出典：㈱リフォーム産業新聞社「リサイクル通信 中古市場データブック 2016」 

このような状況下、平成 28 年９月期は、売上高 9,851 百万円（対前期比 114.2％）、営業利益 330 百

万円（対前期比 169.0％）、経常利益 302 百万円（対前期比 150.3％）、当期純利益 194 百万円（対前期

比 135.7％）を見込んでおります。なお、これらの業績予想値については、第３四半期まで（平成 27 年

10 月～平成 28 年６月）の実績値及び期初に立てた見通しを平成 28 年３月時点で見直した第４四半期の

見通しに基づき算出しております。 

 

（売上高） 

 当社が属するリユース業界は、買取（仕入）が事業の開始点となります。第３四半期まで（平成 27 年

10 月～平成 28 年６月）の時点で、平成 27 年の秋口～年末の買取需要期にかけて買取が好調であったこ

となどから買取申し込み件数は 295,706 件（対前年同期間比 108.5％）、買取金額は 3,581 百万円（対前

年同期間比 108.0％）となっております。第４四半期は、広告宣伝費の投下金額が前年同期間比で増加す

る計画であり、これに平成 27 年 10 月から平成 28 年２月の５か月間における買取金額の広告宣伝費に対

する感応度の実績を考慮し、買取申し込み件数及び買取金額は前年同期間比で増加を見込んでおります。

これらの結果、平成 28 年９月期の買取申し込み件数は 434,624 件（対前期比 122.3％）、買取金額につ

いては 5,264 百万円（対前期比 119.0％）を見込んでおります。 

 第４四半期の買取申し込み件数及び買取金額の見通しの、ネット専業リユース事業にかかるものとそ

の他事業にかかるものの割合は、平成 27 年８月から平成 28 年１月の６か月の実績の平均水準で推移す

ることを前提としております。 

 売上高は、第３四半期までの実績に第４四半期の見通しを加えて算出しており（ネット専業リユース

事業及びその他事業共通）、第３四半期までの実績は、買取金額が前年比で増加したことなどから、7,310

百万円（対前年同期間比 114.2％）となっております。 

第４四半期の売上高は、平成 28年２月までの買取実績及び平成 28年３月以降の買取金額の見通しに、

期初に立てた在庫回転率を乗じて売上原価を算出し、その売上原価を予想売上総利益率で割り戻すこと

により算出しております。売上原価を算出するための在庫回転率は、特に影響を与える事項の発生は想

定していないことから、前期と同水準を前提としております。予想売上総利益率は、平成 27 年 10 月か

ら平成 28 年２月の５か月の売上総利益率の実績が低下していることを踏まえて、前年同期比で約 1.3 ポ

イントの低下を見込んでおります。 

これらの結果、平成 28 年９月期の売上高は 9,851 百万円（対前期比 114.2％）見込んでおります。各

セグメント別の内訳は以下のとおりです。 

 

＜ネット専業リユース事業＞ 

 ネット専業リユース事業において、第３四半期まで（平成 27 年 10 月～平成 28 年６月）の売上高は、

累計で 6,539 百万円（対前年同期間比 115.8％）となっており、第４四半期の売上高は前述の策定方法に

基づき予測を行った結果、平成 28 年９月期の売上高は 8,692 百万円（対前期比 111.6％）を見込んでお

ります。 

 

＜その他事業＞ 

 その他事業において、第３四半期まで（平成 27 年 10 月～平成 28 年６月）の売上高は、累計で 771 百

万円（対前年同期間比 121.0％）となっており、第４四半期の売上高は前述の策定方法に基づき予測を行

った結果、平成 28 年９月期の売上高は 1,158 百万円（対前年同期間比 138.5％）を見込んでおります。 



 

（売上原価・売上総利益） 

 第３四半期まで（平成 27 年 10 月～平成 28 年６月）の売上総利益率は、取扱商材のうち単価が高く売

上総利益率の低いブランドバッグの売上高に占める比率が高まったこと、及び暖冬の影響により売上総

利益率の高い冬物衣類の売上増加の立ち上がりが遅れたことから、51.6％（対前年同期間比 1.4 ポイン

ト低下）となり、第３四半期までの売上総利益は 3,754 百万円（対前年同期間比 113.1％）となりました。

第４四半期の売上総利益率は、平成 27 年 10 月から平成 28 年２月の５か月間における売上総利益率が前

年同期間比で低下したことを考慮し、引き続き取扱商材のうち単価が高く売上総利益率の低いブランド

バッグの売上高に占める比率が高水準で推移することが見込まれるため、前年同期間比で約 1.3 ポイン

ト低下することを見込んでおります。 

以上の結果、平成 28 年９月期の売上総利益は 4,945 百万円（対前期比 111.2％）を見込んでおります。 

 

（営業利益） 

 当社の販売費及び一般管理費は、主に広告宣伝費及び人件費等により構成されております。 

 当期の広告宣伝費は 1,404 百万円（対前期比 108.9％）を見込んでおります。 

広告宣伝費については、過去の広告宣伝に係る効果検証を１円対買取金額として算定し、買取金額の

予算等を踏まえ、年間の広告計画を策定し、費用を見積もっております。なお、第４四半期は９月の買

取需要期におけるテレビＣＭ等の増加を前提として、第３四半期までの水準と比較して増加を見込んで

おります。 

 当社は、買取・販売に係る人員を、臨時職員、人材派遣社員及びアウトソースによって整備しており、

臨時職員への給与支払額である「雑給」、人材派遣に関する費用である「人材派遣費」及び主に出品業

務のアウトソースにかかる費用である「業務委託費」の合計額を計画し、主として人材派遣費の割合を

低下させることによりトータルの人件費等の削減を図っております。人件費等に属する各費用について

は、過去の売上高に占める当該合計額の割合を元に策定しております。 

 当期の当該人件費等の合計額は 1,031 百万円（対前期比 99.8％）を見込んでおります。 

第３四半期までの各月（平成 27 年 10 月～平成 28 年６月）の当該合計額は 779 百万円（対売上高比率

10.7％）であり、前年同期間の 785 百万円（対売上高比率 12.5％）に比べ、人材派遣費の削減等により

対売上高比率が 1.8 ポイント改善しております。なお、第４四半期の人件費等の合計額はさらなる人材

派遣費の抑制等により対売上高比率 9.9％と見込んでおります。 

 以上の結果、販売費及び一般管理費は 4,614 百万円（対前期比 108.5％）、営業利益は 330 百万円（対

前期比 169.0％）を見込んでおります。 

 

（経常利益） 

 営業外収益・費用については、受取利息、支払利息等の定常的な営業外収入・費用を見込んで策定し

ております。第３四半期までに発生した助成金収入、受取利息、支払利息については実績を計上してお

り、第４四半期については上場関連費用の発生を見込んでおります。以上の結果、経常利益は 302 百万

円（対前期比 150.3％）を見込んでおります。 

 

（当期純利益） 

 特別利益及び特別損失は見込んでおりません。当期純利益は 194 百万円（対前期比 135.7％）を見込ん

でおります。 

 

 

【業績予想に関するご留意事項】 

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は、経営環境の変化等の様々な要因によって

異なる場合があります。 

 

 

以上 
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 （百万円未満切捨て） 

１．平成28年９月期第３四半期の業績（平成27年10月１日～平成28年６月30日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）  
 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年９月期第３四半期 7,310 － 296 － 296 － 196 － 

27年９月期第３四半期 － － － － － － － － 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり 

四半期純利益 

 円 銭 円 銭 

28年９月期第３四半期 60.60 － 

27年９月期第３四半期 － － 

（注）１ 平成28年９月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、新株予約権の残高がありま

すが、当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。 

   ２ 当社は、平成28年６月８日付で普通株式１株につき50株の割合で株式分割を行っております。また、平成28年

６月21日付で定款の一部変更を行い、単元株式数を100株とする単元株制度を導入しております。 

     前会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。 

   ３ 当社は平成27年９月期第３四半期累計期間については、四半期財務諸表を作成していないため、平成27年９月

期第３四半期累計期間の数値及び平成28年９月期第３四半期累計期間の対前年同四半期増減率を記載しており

ません。 

 

（２）財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭 

28年９月期第３四半期 1,912 1,209 63.2 372.26 

27年９月期 1,567 1,012 64.5 311.66  
（参考）自己資本 28年９月期第３四半期 1,208 百万円  27年９月期 1,012 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年９月期 － － － 0.00 0.00 

28年９月期 － － －   

28年９月期（予想）    0.00 0.00 

 

３．平成28年９月期の業績予想（平成27年10月１日～平成28年９月30日） 

 （％表示は、対前期増減率）  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 9,851 14.2 330 69.0 302 50.3 194 35.7 58.20 

（注）１株当たり当期純利益は、公募株式数（1,100,000株）を含めた期中平均株式数により算出しております。 



 

 

※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無 

③  会計上の見積りの変更                    ：無 

④  修正再表示                              ：無 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年９月期３Ｑ 3,247,500株 27年９月期 3,247,500株 

②  期末自己株式数 28年９月期３Ｑ － 株 27年９月期 － 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年９月期３Ｑ 3,247,500株 27年９月期３Ｑ 3,115,806株 

（注）当社は、平成28年６月８日付で普通株式１株につき50株の割合で株式分割を行っております。 

また、平成28年６月21日付で定款の一部変更を行い、単元株式数を100株とする単元株制度を導入しております。 

前会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して株式数を算定しております。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当期の経営成績 

 当第３四半期累計期間(平成27年10月１日から平成28年６月30日)におけるわが国経済は、引き続き個人消費で

足踏み状態が長引いているものの、雇用情勢などでは改善が見られ、緩やかな回復基調が続いております。 

 足踏み状態が続いている個人消費におきましては、先行きとしては実質雇用者所得の高い伸びを主因として持

ち直しに向かうことも予想できますが、現状は横ばい圏の推移から脱したとは言い切れない状態です。 

 このような環境の下、当社では平成28年４月にブランド品宅配買取サイト「ブランディア」のＷＥＢサイトを

全面リニューアルいたしました。これまで以上にスマートフォンからアクセスするユーザーの視点に立ち、サー

ビス内容をより理解しやすくすることを目指しております。また、新しいバージョンのテレビＣＭも放映したこ

と等から、平成28年５月にはブランド品宅配買取サイト「ブランディア」の利用者数が150万人を突破いたしま

した。業容拡大への対応としては、ＩＣタグを使った自社開発の在庫管理システムの導入を開始いたしました。

これにより棚卸し作業の工数削減に取り組むなど、在庫管理の効率化を進めてまいります。 

 

 販売面におきましては、他ジャンルに比べ売上総利益率の高い衣料品を重点的に出品したことで売上総利益率

が回復したことに加え、広告宣伝の増加に基づき買取商品が増加し、それら商品が販売へ繋がったことから、売

上高は堅調に推移いたしました。また、「ヤフオク！ベストストアアワード2015」では、年間ベストストア総合

グランプリを獲得し、７年連続での受賞となりました。 

 以上の結果、当第３四半期累計期間の業績につきましては、売上高は7,310,620千円、営業利益は296,432千円、

経常利益は296,948千円となり、四半期純利益は196,808千円となりました。 

 

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

① ネット専業リユース事業 

  ネット専業リユース事業については、広告宣伝の増加に基づき買取商品が増加した結果、販売が増加し、外

部顧客に対する当第３四半期累計期間の売上高は6,539,077千円、セグメント利益（売上総利益）は

3,592,508千円となりました。 

② その他事業 

  その他事業については、高額商材の卸販売が増加した結果、外部顧客に対する当第３四半期累計期間の売上

高は771,543千円、セグメント利益（売上総利益）は162,240千円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況 

（流動資産） 

 当第３四半期会計期間末の流動資産は、前事業年度末に比べて359,075千円増加し、1,699,851千円（前期比

26.8%増）となりました。これは主に、現金及び預金の増加（同295,787千円の増加）によるものであります。 

（固定資産） 

 当第３四半期会計期間末の固定資産は、前事業年度末に比べて14,370千円減少し、212,835千円（前期比

6.3%減）となりました。これは主に、有形固定資産の減少（同16,035千円の減少）によるものであります。 

（流動負債） 

 当第３四半期会計期間末の流動負債は、前事業年度末に比べて147,404千円増加し、618,996千円（前期比

31.3%増）となりました。これは主に、未払金の増加（同44,034千円の増加）によるものであります。 

（固定負債） 

 当第３四半期会計期間末の固定負債は、前事業年度末に比べて495千円増加し、84,034千円（前期比0.6%増）

となりました。これは資産除去債務の増加（同495千円の増加）によるものであります。 

（純資産） 

 当第３四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べて196,804千円増加し、1,209,656千円（前期比

19.4%増）となりました。これは主に、四半期純利益により利益剰余金が196,808千円増加したことによるもの

であります。 
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

今後の業績見通しにつきましては、「（１）経営成績に関する説明」に記載のとおり、経済の緩やかな回復基調

を背景に、当会計年度の売上は9,851百万円（前年比1,228百万円増）、営業利益は330百万円（前年比134百万円増）

となる見込みです。 

なお、業績予想は現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今後様々な要因によって

予想数値と異なる場合があります。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第３四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 
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３．四半期財務諸表 

（１）四半期貸借対照表 

  （単位：千円）

 
前事業年度 

（平成27年９月30日） 

当第３四半期会計期間 

（平成28年６月30日） 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 155,516 451,303 

売掛金 186,050 213,281 

商品 949,776 975,762 

貯蔵品 2,949 5,422 

その他 46,484 54,081 

流動資産合計 1,340,776 1,699,851 

固定資産   

有形固定資産 156,071 140,035 

無形固定資産 8,682 7,310 

投資その他の資産 62,451 65,489 

固定資産合計 227,205 212,835 

資産合計 1,567,982 1,912,687 

負債の部   

流動負債   

買掛金 46,453 40,426 

未払金 242,589 286,623 

未払法人税等 49,246 78,163 

その他 133,302 213,783 

流動負債合計 471,592 618,996 

固定負債   

資産除去債務 83,538 84,034 

固定負債合計 83,538 84,034 

負債合計 555,130 703,031 

純資産の部   

株主資本   

資本金 256,555 256,555 

資本剰余金 172,582 172,582 

利益剰余金 582,964 779,772 

株主資本合計 1,012,102 1,208,910 

新株予約権 749 745 

純資産合計 1,012,851 1,209,656 

負債純資産合計 1,567,982 1,912,687 
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（２）四半期損益計算書 

（第３四半期累計期間） 

 （単位：千円）

 

当第３四半期累計期間 

（自 平成27年10月１日 

至 平成28年６月30日） 

売上高 7,310,620 

売上原価 3,555,871 

売上総利益 3,754,749 

販売費及び一般管理費  

 広告宣伝費 1,080,945 

 その他 2,377,371 

 販売費及び一般管理費合計 3,458,316 

営業利益 296,432 

営業外収益  

受取利息 29 

為替差益 123 

助成金収入 2,520 

その他 7 

営業外収益合計 2,680 

営業外費用  

上場関連費用 2,067 

支払利息 97 

営業外費用合計 2,164 

経常利益 296,948 

特別利益  

新株予約権戻入益 3 

特別利益合計 3 

税引前四半期純利益 296,952 

法人税、住民税及び事業税 104,986 

法人税等調整額 △4,842 

法人税等合計 100,143 

四半期純利益 196,808 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

当第３四半期累計期間(自 平成27年10月１日 至 平成28年６月30日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 

報告セグメント 
調整額 

(注)１ 

財務諸表 

計上額 

(注)２ 
ネット専業 

リユース事業 
その他事業 計 

売上高      

 外部顧客への売上高 6,539,077 771,543 7,310,620 － 7,310,620 

 セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － － 

計 6,539,077 771,543 7,310,620 － 7,310,620 

セグメント利益 3,592,508 162,240 3,754,749 △3,458,316 296,432 

（注）１．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。 

  ２．セグメント利益は、財務諸表の営業利益と調整しております。 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 

 


